平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＥ

単元：

BOOK 3，We’re Talking7
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）
評価規準：

　Could you ~? で「～してくださいませんか」と人にていねいに依頼する会話ができる。

評価方法：

【スピーキングテスト（ダイアログ）】
教師と生徒のロールプレイによるテストを行う。携帯電話を２台用意し，1台は生徒に，もう1台は教師が持つ。カードを生徒に見せた後に，教師が生徒を一人ずつ面接する。生徒にはCould you tell him to～？を使って人に丁寧に依頼する会話をさせ，その出来を評価する。

留意点

テストの際は，生徒が元の教室に戻って情報交換することがないように，人の動きに配慮する（例えば教室１に待機させ，教室２で試験実施後，教室３に移動させる。また，待機中及びテスト終了後に行う課題を与えておく。）ことが必要である。

評価基準：A・B・Cの3段階

A:　Could you tell him to come to school at seven thirty?と言ってていねいに依頼できていると同時に，なぜ，来てほしいかなどの理由等も追加の情報として言っている。

　　B:　Could you tell him to come to school at seven thirty？と言ってていねいに依頼できている。

　　C:　ていねいに依頼することができていない。
評価課題：
ロールプレイカード

　あなたは，次のことをポールに伝えるために，ポールの家に電話をします。

・明日の朝7時30分に学校に来る

・次の試合にむけてバスケットボールの練習をする

もしポールが家にいなければ，電話に出た相手（ポールのお父さん，またはお母さん）に伝言をお願いしてください。
解答例：

Teacher: Paul’s mother(father) 

Student: Paul’s friend

 Mother: Hello.
 Friend: Hello. This is （生徒の名前）

         May I speak to Paul, please?

Mother : I’m afraid he’s out right now.

Friend : I see. Could you tell him to come to school at seven thirty tomorrow?

        We’re going to practice basketball for the next game.

  Mother :Sure. Seven thirty tomorrow.  
  Friend : Yes. Thank you, Mrs.Green.

  Mother : You’re welcome.

留意点

　基本的には授業で学習したSkitを元にした会話である。したがってあまり自由度は求められない。

ここでの評価対象はCould you tell him to come to school at seven thirty tomorrow? の部分なので，それ以外の部分の出来は評価基準に到達しているかの判断には影響を与えない。


















